
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度  須田小学校だより      令和３年１２月１０日（金） 
 

須田っ子  第20 号 
学校教育目標「進んで心や体をすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

読書で経験を広げる 
                         校長    
昨年１１月に、６年生（当時５年生）から読書郵便がわたしのところに届きました。その手

紙には、おすすめの本として「失敗図鑑」（株式会社文郷社 大野正人著）が紹介されていまし

た。図書館を探しましたが、見つからなかったので、買って読んでみました。 

そこには、「失敗したら、それはうまく行かない方法であることを自覚すること」「どうして

失敗したのかを考えることで、成功への道に近付くこと」「命に関わるような失敗をしないため

に普段から失敗から学ぶ姿勢を大切にすること」などが書かれていました。 

このことは、全校集会で、子供たちにも話しました。続けて、イソップ物語にある寓話「ネ

ズミの会議」の話をしました。ネズミを捕まえるのが得意な猫がやって来た家で、その家にい

るネズミがこの猫に対して鈴を付ければいいという案を出すのですが、誰が付けるかでこの案

は進まなくなります。どんなにいい考えであっても、実行する人がいなければ意味がないとい

う話です。今回もネズミの出した案を隠して、自分ならどうするかを子供たちに考えさせまし

た。担任の先生のところに考えを話に行かせたので、どんな考えが出たかは分かりませんが、

おそらく、次の３つに似た考えが出たのではないかと思います。 

①猫と戦う  

②猫に捕まらないような方法を考える 

③この家はあきらめて、別の家に移動する 

失敗図鑑からの続き「命に関わるような失敗はしない」から考えると、①は絶対やってはい

けないことです。②は何かいい案があるかもしれませんが、鈴を付けるのように実行するには

命がけとなるでしょう。この場合は、③が一番いい方法なのかなと思います。子供たちも迷っ

たのか、前回よりも先生のところに話に行った子は少なくなりました。「命を落とさず」となる

と、なかなかいい考えは出てこないのだなと見ていました。 

このように、考えながら本を読むと、実際に経験しなくても、自分の頭の中で経験ができる

ので、いいトレーニングになります。わたしは推理小説が好きです。それは、この人が犯人か

を考え、文の中から犯人の証拠を見付けるのが楽しいからです。 

須田小学校では、これから読書週間に入ります。たくさん本を読んで、本の中でいい経験を

し、生活の中で生かせるようにしてもらいたいと思います。 

 

 

 

 

 

１１月２４日（水）ダンスクラブ成果発表 

自分だったらどうするだろう。これから一体どうなるんだろう。

いろいろ考えながら読むと楽しくなるね。冬休みも近付いてきまし

た。たくさん本を読んで、想像力や知識のレベルアップをしていき

ましょう。 
 

 全校集会時に、ダンスクラブがこれまで練習

してきた成果を全校の前で披露しました。人前

で発表するのは勇気のいることですが、ダンス

クラブの人たちのおかげで、これからこのよう

に自分の得意なことを発表しようという前向き

な活動が増えていくかもしれません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２６日（金）加茂市教育委員会指定研究会 

 加茂市教育委員会の指定を受けて、須田中学校区で、加茂市や田上町の先生から授業を参観して

いただきました。 

２年生は、「お月さまとコロ」という話を参考にして、ピンクハート（子供たちはにっこり、うれ

しいハートと答えていました）で過ごすにはどうすればいいかを考えました。 

５年生は、「和の文化『米』について調べよう」という学習の姿を公開しました。説明文から、自

分たちが調べている米のパンフレットづくりに必要な技を見付け出して、それを基に、今まで作っ

たパンフレットの資料がいいのか、あるいは変更した方がいいのなら、どのような資料が必要なの

かを考えました。 

参観された学校の先生からも須田小の子供たちの学ぶ姿勢が大変素晴らしかったという感想をい

ただきました。また、公開した２，５年生だけでなく、自習をしていた他学年の子供たちも課題に

対して熱心に取り組んでいました。須田小学校の子供たちのよさを十分に見せることができた研究

会になりました。 

１１月２９日（月）創立 150周年事業第１回実行委員会 

 明治５年１０月に鵜森に私塾「克己館」開校してから令和４年度に須田小学校は、創立１５０周

年を迎えます。 

 昨年度から準備委員会を開催し、準備を進めてきましたが、新型コロナウイルス禍のため、本格

的に動き出すことができませんでした。 

 しかし、新型コロナウイルスにかかる人も減ってきたことから、１１月２９日（月）に、加茂市

議会議員様や区長会長様、ＰＴＡ役員の方々から集まっていただき、第１回実行委員会を開催する

ことができました。この会では、規約や今後の活動計画について話し合いをしました。 

 これから本格的に１５０周年について動き出しますが、ホームページなどで随時紹介していきた

いと思います。 

 

１１月３０日（火）３年生クラブ見学 

 今年度のクラブは１１月３０日で終

了です。その日に、３年生が来年度に

向けてクラブ見学をしました。 

４，５，６年生が楽しそうに活動す

る様子を見て、３年生は、クラブ活動

への期待を高めていました。 


